





























































　A ratio is used us much in our daily life. For example, there are the ratio of mixing salad oil and vinegar when 
making dressing, and map scale, and so on. Therefore, it is important to teach the ratio in relation to daily life. 
And, a certain textbook has a task of searching for the ratio from our daily life. But, we are trying to find the 
ratio from daily life, it is difficult to find the notation "a:b" that expresses the ratio. This is the reason why the 
ratio is not only expressed by the notation “a:b” but also words, figures, and a variety of ways. So, I am trying 
investigating how write of the ratio in daily life, and I will be trying think to method of teaching that related the 
ratio to daily life.
キーワード：算数教育，比，日常生活との関連，数学的な表現方法

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































これ の表記は，二つ 数量が直接示されていな こ







































































 比の表記の仕方の六つ目は，「本商品 30ml に対して水
150ml でうすめてお召し上がりください。」のような言葉
を用いた 記であ （図８） 
この 記は，二量を混ぜ合わせて作るときの操作その
ものを表している。言葉による表記であることから「：」
の記号がなく一見子どもは見つけにくいかもしれないが， 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図８ 言葉による「比」の表記 
 「～に対して…」 いう表現があることから場合によ
ってはこの表記を比として認識して捉えることができる
であろう。 
 
７．「○倍」を用いた言葉の表記 
比の表記の仕方の七つ目は，「５倍にうすめて」「４倍
濃縮」のように，「○倍」という言葉を用いた表記である。
（図９，図１０） 
これらの表記は，二つの数量が直接示されていないこ
とから，一見すると比の表記と捉えることは難しい。し
かし 「５倍にうすめて」の意味を「この商品を１として
それに対す ４の水を混ぜる」と捉えることができた場
合，この表記を比の考え方を用いた表記として捉えるこ
と できるであろう。ただし，「５倍にうすめる＝１：４
で混ぜる」という学習を小学校の算数でどれだけ子ども
が学習するかが重要な要素となろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図９ 「○倍」を用いた表記「○倍にうすめて」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１０ 「○倍」を用いた表記「○倍濃縮」 
  
８．「ａ：ｂ」と他の表記とを組み合わせた表記 
 日常場面では，上述の１～７のような表記の仕方を単
独で用いている場合もあれば，図１１や図 ２のように，
「ａ：ｂ」と絵を組み合わせた表記（図１１）や「ａ：
ｂ」と表とを組み合わせた表記（図１２）も存在してい
る。このどちらもが「：」の記号を用いていることから，
子どもが比の表記として認識して見つけることは容易で
あろう。 
 
図10　 いた表記「○倍濃縮」
６．言葉による表記
　比の表記の仕方の六つ目は，「本商品30mlに対して水
150mlでうすめてお召し上がりください。」のような言
葉を用いた表記である。（図８）
　この表記は，二量を混ぜ合わせて作るときの操作その
ものを表している。言葉による表記であることから「：」
の記号がなく一見子どもは見つけにくいかもしれないが，
　「～に対して…」という表現があることから場合によっ
てはこの表記を比として認識して捉えることができるで
あろう。
７．「○倍」を用いた言葉の表記
　比の表記の仕方の七つ目は，「５倍にうすめて」「４倍
濃縮」のように，「○倍」という言葉を用いた表記である。
（図９，図10）
　これらの表記は，二つの数量が直接示されていないこ
とから，一見すると比の表記と捉えることは難しい。し
かし，「５倍にうすめて」の意味を「この商品を１とし
てそれに対する４の水を混ぜる」と捉えることができた
場合，この表記を比の考え方を用いた表記として捉える
ことができるであろう。ただし，「５倍にうすめる＝１：
４で混ぜる」という学習を小学校の算数でどれだけ子ど
もが学習するかが重要な要素となろう。
８．「ａ：ｂ」と他の表記とを組み合わせた表記
　日常場面では，上述の１～７のような表記の仕方を
単独で用いている場合もあれば，図11や図12のように，
「ａ：ｂ」と絵を組み合わせた表記（図11）や「ａ：ｂ」
と表とを組み合わせた表記（図12）も存在している。
このどちらもが「：」の記号を用いていることから，子
どもが比の表記として認識して見つけることは容易であ
ろう。
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図１１ 「ａ：ｂ」と絵を組み合わせた表記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１２ 「ａ：ｂ」と表を組み合わせた表記 
 
Ⅴ 本研究で得た知見と今後の課題 
１． 本研究で得た知見 
本研究により得た知見は，次の通りである。 
比と言えば「ａ：ｂ」というイメージであるが，比の
日常場面における表記の仕方は，記号，数，図や絵，表，
グラフ，言葉など，実に多様であることが分かる。特に，
このような比の多様な表記の仕方は商品（食品系）に多
く，これは消費者の購入意欲の向上や使いやすさ，分か
りやすさを目的として，このような様々な形で表記され
ていることを見受けることができた。このことは，小学
校の算数の「比」の学習において，子どもが「比」につ
いて理解する際に「：」の記号だけで行うのではなく，
日常場面で扱われているような図や絵，表，グラフ，言
葉においても行われることが望ましい。なぜなら，記号，
数，図や絵，表，グラフ，言葉による表現は，算数教育
の特質である数学的な表現方法だからである。 
そして，このことは比の学習に限ったことでなく，比
の学習が含まれる「Ｃ変化と関係」領域のすべての学習
及び，「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」「Ｄデータの活
用」領域の全ての算数教育において，記号，数，図，表，
グラフ，言葉による表現を常に関連づけながら，算数科
の指導が行われることが，子どもが算数を日常場面から
見つけ出し，算数のよさを実感したり算数を自ら活用し
ようとしたりするようになる最も有効な手立てではない
かと考える。 
 
２．今後の課題 
今後の課題としては，比について記号，数，式，図，
表，グラフ，言葉を自ら関連づけて見たり考えたり表現
したりすることができる子どもを育てる比の学習のあり
方が挙げられる。そのためには，現在の比の単元におけ
る学習内容を見つめ直し，比の単元全体の指導計画を見
直す必要があろう。日常場面に比が活用されている場面
が多くあることから，比を日常と関連づけた授業実践や
指導計画がどこまで図ることができるのかについて，探
っていきたいと考える。 
 
【引用，参考文献】 
1)文部科学省(2018)『小学校学習指導要領解説算数編』,
日本文教出版,306 
2)文部科学省(2018)『小学校学習指導要領解説算数編』,
日本文教出版,304 
3)東京書籍(2015)『新編新しい算数６』,86 
4)大日本図書(2015)『新版たのしい算数６』,94 
5)教育出版(2015)『小学算数６』,120 
6)啓林館(2015)『わくわく算数６』,80 
7)日本文教出版(2015)『小学算数６年上』,97 
8)学校図書(2015)『みんなと学ぶ小学校算数６年』,116 
9)日本文教出版(2015)『小学算数６年上』,102 
10)大日本図書(2015)『新版たのしい算数』,102 
11)啓林館(2015)『わくわく算数６』,80 
図11　「ａ：ｂ」と絵を組み合わせた表記
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図１１ 「ａ：ｂ」と絵を組み合わせた表記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１２ 「ａ：ｂ」と表を組み合わせた表記 
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図12　「ａ：ｂ」と表を組み合わせた表記
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の特質である数学的な表現方法だからである。
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